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）小売業者が介在する理由の１つは、生産者が販売上のノウハウを持っていないからで1
ある。代替的な理由は、戦略的分離である。この点については ( )Bonannno and Vickers 1988









































同質財を生産する 人の生産者が存在し、生産者 ( )によって生産された財は、M i i=1,...M
彼の系列の 人の小売業者 ( )を介して消費者に販売されるものとする 。財にたN ij j=1,...Ni i 3）
いする市場の逆需要関数は、
∑ ∑ ( )p=a-bQ=a-b q 1i j ij
で与えられる。ここで、 は小売価格、 は総販売量、 は小売業者 の販売量で、 おp Q q ij aij
よび はパラメ－タである。また、生産者 の限界（＝平均）費用を とした上で、均衡b i c
での出荷価格が正となるために、
< <(∑ )(∑ ) (∑ ) ( )c a N+1 N+1-N c/ N+1-2N 2i i ii i min i min
を仮定する 。ここで、 は系列店が最も少ない生産者の小売店舗数である。4） Nmin
i本稿では次のような２段階ゲ－ムについて検討する。まず第１段階において、生産者
は、他の生産者 の出荷価格 を所与として、自らの利潤を最大にするように自らの出h wh






（ ） 。 、自らの販売量 生産者にたいする注文量 を設定する この小売業者の意思決定問題はqij
y ( ) ( (∑ ∑ ∑ ) ) ( )Max = p-w q = a-b q + q -w q , w.r.t. q 3ij i ij hk ik i ij ijh≠i k k
と定式化される。ここで、 はチャネル の小売業者 の販売量、 はチャネル の小売q h k q ihk ik
業者 の販売量である。上の問題の極大化条件k
/ q =a-2bq -w -b q + q =0∂y ∂ (∑ ∑ ∑ )ij ij ij i hk ikh≠i k k≠j
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より、反応関数
( (∑ ∑ ∑ )) ( )q = a-w -b q + q /2b 4ij i hk ikh≠i k k≠j
が導かれる。ここで
q =Q= N a- N w+ N w -b N -1 Q /2b∑ (∑ ( ∑ ) (∑ ) )ij i h hh h i h≠i h h
⇒ (∑ ( ∑ )) (∑ )Q= N a- N w+ N w /b N +1h h i h≠i h hi h h
に留意すれば、小売業者 の注文量はij
q = a-w -b Q-q /2bij i ij( ( )
( (∑ ) ∑ ) (∑ ) ( )= a- N +1 w+ N w /b N +1 =q 5h≠i h h≠i h h hi h i
となる。同じ仕入れ価格に直面するチャネル のすべての小売業者の注文量 も上式で与i qi
えられる。また、このときの小売価格は
( ∑ ) (∑ ) ( )p=a-bQ= a+N w+ N w / N +1 6i h≠i h h hi h
と計算される。
生産者の行動
チャネル の小売業者の注文関数が( )式で与えられることを考慮した上で、第１段階i 5
において生産者 は、ライバル生産者の出荷価格 を所与として、小売業者 に非負の利i w ih
潤を与えるという制約のもとで、自らの利潤 を最大にするように出荷価格 とフランπ i iw
チャイズ料 を設定する。この生産者の意思決定問題はFi
( ) ( )Max = w-c qN +FN , s.t. y 0, w.r.t. w and F 7π ≧i i i i i i ii i
と定式化される。制約条件が等号で成立することに留意すれば、上式で表現された制約条
件付き最大化問題は
iMax = p-c qNπ i i( )
2= a+N w+ N w - N +1 c N a- N +1 w+ N w /b N +1[ ∑ (∑ ) ] [ (∑ ) ∑ ] (∑ )i h≠i h h h i h≠i h h≠i h h hi h i h
( )7'
へと改められる。この極大化条件より、反応関数




ここで、対称性（ ）を想定すれば、均衡における生産者の出荷N =N and w =w, for all ii i
価格およびフランチャイズ料は
( ( ) ( )( ) ) [ ( ) ( )] ( )w = - MN+1-2N a+ MN+1 MN+1-N c /N MN M-1 + M+1 9-1KF




( ( ) ) [ ( ) ( )] ( )p = a+M MN+1-N c / MN M-1 + M+1 9-3KF
π ( )( ) [ ( ) ( )] ( )KF 2 2= MN+1-N a-c /b MN M-1 + M+1 9-4
と計算される。
この際留意すべきことはまず第１に、( )式より∂ ∂ < であるから、生産者の出8 w / w 0i j
荷価格が戦略的代替関係にあるということである。というのは、ライバル生産者 が出荷h
価格を引き下げると、彼の系列小売業者の注文量が増加し、それと戦略的代替関係にある




性を想定すれば、( )式は < <( )( ) ( )と改められるから、2 c a MN+1 MN+1-N c/ MN+1-2N
0 w - MN+1-2N c+ MN+1 MN+1-N c /N MN M-1 + M+1 =c< <( ( ) ( )( ) ) [ ( ) ( )]KF
が導かれる。
第３に、( )式から明らかなように （ が大きくなるという意味で）逆需要曲線が上方9 a、
にシフトするとき、各生産者は出荷価格を引き下げる。このことは、次のように説明され
る。出荷価格を所与として需要のパラメ－タ が上昇すれば、( )式で与えられた小売業a 5
a i者の注文関数は上方へシフトする ここで留意すべきことは この の上昇は 小売業者。 、 、
の注文関数[( )式]にたいして、生産者 の出荷価格の上昇と同じ効果を持つということ5 j
である。したがって、生産者 は出荷価格を引き下げることになる。i
最後に、小売業者数が多ければ、たとえ生産者数が少なくても、この市場は十分競争的
である。いま、複占市場（ ）を想定すれば、( )式はM=2 9-3
[( ) ( ) ] [ ]p= 1/4N a+ 1/2+1/2N c / 1/2+3/4N
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合と同じである。したがって、第１段階において生産者 は、( )式で表現された系列小i 5
売業者の注文行動を考慮した上で、ライバルの出荷価格を所与として、自らの利潤を最大
にするように出荷価格 を設定する。この生産者の意思決定問題はwi
Max = w-c q ,π i i i( )
( ) ( (∑ ) ∑ ) (∑ ) ( )= w-c N a- N +1 w+ N w /b N +1 w.r.t. w 10i i i h ih≠i h h≠i h h h
と定式化される。上式の極大化条件より、反応関数
( ∑ ( ) ) ( ) ( )w= a+ N w + MN+1-N c /2 MN+1-N 11i h hh≠i
が導かれる。したがって、対称均衡における出荷価格は
( ( ) ) ( ) ( )w = a+ MN+1-N c / MN+2-N 12-1K
となる。ここで、上付 は生産者と小売業者の間に系列関係があることを示している。K
また、このときの小売価格、小売業者および生産者の利潤πは、
(( ) ( ) ) ( )( ) ( )p = 2MN+2-N a+MN MN+1-N c / MN+1 MN+2-N 12-2K
( ) ( ) ( ) ( ) ( )y = MN+1-N a-c /b MN+1 MN+2-N 12-3K 2 2 2 2





。 、関数の下方シフトを導く このことは生産者 の需要曲線の左下方へのシフトを導くからi
彼は出荷価格を引き下げるのである。
）二重マ－ジンについては、 ( )などを参照のこと。5 Spengler 1950
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ここで、フランチャイズ料を徴収する場合（( )式）と徴収しない場合（( )式）を比9 12
較すれば、
< < ( )w c w 13-1KF K
< < ( )c p p 13-2KF K




















財を販売するのだろうか？ いま、各生産者が 個の店舗で財を販売し、 個の店舗をn N-ni i
閉鎖するものとする。これらの店舗間でク－ルノ－競争が行なわれるとき、均衡における
各店舗の販売量および小売価格は、 ( ) (∑ )および ( ∑ ) (∑ )で与q= a-c /b n +1 p= a+c n / n +1h h h h h h
えられる。したがって、生産者 の利潤はi
2 2π ( ) ( ) (∑ )i i i= p-c qn= a-c n /b n +1h h
）生産者の戦略変数が価格の場合にはベルトラン均衡（ ）が実現するが、本稿では省6 p=c
略する。










( ) ( ) ( )q = a-c /b MN+1 14-1VI
( ) ( ) ( )p = a+MNc / MN+1 14-2VI
となる。ここで、上付き は垂直的統合を示している 。VI 6）
この際留意すべきことは、








< < ( )q q q 16-1K VI KF
< < ( )0 w w 16-2KF K































小売価格の上昇を抑制する効果を持とう。もっとも （ の上昇という意味での）需要の、 a
拡大それ自体は小売価格を引き上げる効果を持つから小売価格は上昇する 。ここで注意9）
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図１：利潤関数のシフト
